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フランソワ•ド•サルFrançois de Sales 霊性研究 l フランソワ•ド•サルの霊的指導における柔和性 douceur


 フランソワ•ド•サル François de Sales 霊性研究 I フランソワ•ドサルの霊的指導における柔和性 douceur


 フランソワ•ド•サルFrançois de Sales (1567年- 1622年)は、フランスのカトリック聖人•教会博士(愛の博士)• スピリチュアル•ライター。

1610年設立の聖母訪問会の設立者。


 サヴォワ公国(現在フランス)の城に生まれ、法律家となる道を父親から強制されましたが、フランスのパリで、聖アウグスティヌスと聖トマス•アクィナスの神学を研究しました。

1586年12月から1587年1月(17歳から18歳)に、罪の意識から地獄へ堕ちる事を想像し、苦しみました。

パリの黒い聖母信仰のあるサン=デ=グレ教会の善き休済の聖母にすがって祈り、救われました。その後、貞潔と苦行の祈りの生活を送りました。

フランソワの生きた時代は、ジャンセ二ズム(オランダの司教コリネリウス•ヤンセンCornelius Jansen (ジャンセ二ウス)より推奨されて、厳格な神の絶対性、道徳と人間の堕落性を説くカトリック•スピリチュアリティーの一派で、パリではポール•ロワイヤル修道院が運動の中心地となりました。厳格な道徳性が重要視され、プロテスタントとカトリックの宗教的分裂と対立に悩まされている中、聖フランソワ•ド•サルは自分の神学を通して平和と優しさを説きました。フランソワ•ド•サルの伝道の旅は中傷され、プロテスタント教徒の参加が禁止され、命を狙われた事もありましたが、軍の護衛を拒否し、武力に屈しませんでした。

後にフランソワ•ド•サルは、人は厳しさよりも、愛と慈悲によって多くの事を成し遂げられますと主張しました。

自分の霊的妹であるジャンヌ•ド•シャンタル Jeanne de Chantal (1572-1641 フランス•ブルゴーニュ出身で、聖フランソワ•ド•サル (フランシスコ•サレジオ) の霊的妹で、聖フランソワ•ド•サルより霊的指導を受け、霊的書簡を交換しました。若くして夫を亡くして、未亡人となった後、継父の元に身を寄せたが厳しい生活を送りました。その後、霊父の聖フランソワ•ド•サルに出会いました。同じく、聖フランソワより霊的指導を受けていたポール•ロワイヤル修道院長アンジェリック•アルノーは熱狂的なジャンセニストとなり、優しい霊父フランソワとはまったく異なる霊性を持つ事となりました。フランソワと共に、新しい聖母訪問会を設立しました。)


 この霊的書簡 Correspondance は、聖フランシスコの書簡を中心としており、優しさdouceur のテーマがどの様に霊性指導に用いられたか、フランス語の doux, douceur, tendrement, doucementの言葉に重点を置いて、見ていきたいと思います。


 参考文献: François de Sales et Jeanne de Chantal/ Correspondance/ Desclée de Brouwer/ 2016


 因みに、新約聖書においても、柔和な人、柔和な心という表現が多くあります。


 " 柔和な人々は、幸いである。その人達は地を受け継ぐ。" (マタイにより福音書5, 5)


 " わたし(キリスト)は柔和で謙遜な者だから、わたしの軛を負い、わたしに学びなさい。そうすれば、あなた方は安らぎを得られる。" (マタイによる福音書11, 29)


 ’ 一切高ぶる事は無く、柔和で、寛容の心を持ちなさい。" (エフェソの信徒ヘの手紙4, 2)


 " しかし、神の人よ、あなたはこれらの事を避けなさい。正義、信心、信仰、愛、忍耐、柔和を追い求めなさい。" (テモテへの手紙6, 11)


 
 これより、フランソワ•ド•サルの書簡を紹介します。


 書簡216 (Annecy アンシー, 1604年5 月3 日)


 Parvenir à la perfection de la vie chrétienne, lequel désir vous devez chérir et nourrir (tendrement) en notre cœur.


 tendrement= 優しく、柔和に


 キリスト教徒としての完全な生活に至るには、そうなりたいと言う心を大切に、(優しく) 育てなければなりません。


 Jeter (doucement) votre cœur dans les plaies de notre seigneur, et non pas à force de bras.


 doucement= 甘美に、優しく


 あなたの心を、主•イエス・キリストの傷の元に(優しく)投げ出されるままに、強引であってはなりません。


 
 書簡223 (Annecy アンシー、1604年6月24日)


 Celle de la charité et vraie amitié chrétienne,

dont le lien est appelé par Saint Paul le lien de perfection.

(…)

Leur force n’est que (suavité)leur violence n’est que (douceur ).


 suavité= 甘美な

douceur=優しさ


 聖パウロの言う完全なる絆とは、真の友情と思いやりです。

この絆の力は(甘美)なもので、その荒々しさも(優しさ)そのものです。


 Voilà notre lien, voilà nos chaînes,

elles nous serrerons et presseront, plus elles nous donnerons de l’aise et de la liberté.

Leur force n’est que (suavité), leur violence n’est que (douceur ).


 suavité=甘美なもの

douceur=優しさ


 
 書簡234 (Sales サル、1604年10月14日)


 La prière que vous direz (…)

Faites tout ceci sans précipitation et avec esprit de ( douceur) et d’amour.


 あなたが唱える祈りは、愛と(優しさ)を持って、せかせかせずに為しなさい。


 douceur= 優しさ


 Les effets de cette liberté sont une grande (suavité) d’esprit, une grande (douceur ).


 この自由な作用は、あまりにも(甘美)な精神、とても(優しい)もの。


 suavité=甘美な

douceur=優しさ


 
 書簡306 (Annecy アンシー、1605年8月28日)


 この書簡内には、douceur 優しさと言う言葉はまったく無いですが、何事も極端になってはいけない事を、蜂の巣に近づいた時、こちらへ飛んで来る蜂を乱暴に手で降り払ってはいけないと言うたとえ話を通して、フランソワは教えてくれます。


 N’ayez pas peur et ne les touchez pas, et elles ne vous piqueront nullement ; si vous les touchez, elles vont mordront.

(…)

Ne craignez pas les tentations, ne les touchez pas.


 蜂を恐れてはならない。

触ってもいけない。

もしも、蜂に触れば刺されてしまう。

(この様に、誘惑を恐れてはならず、近よってもいけないと、フランソワは言います。)


 
 書簡308 (Annecy アンシー、1605年9月8日)


 Nous y verrons des roses entre les épines, la charité qui éclate parmi les afflictions intérieur et extérieur.

J’aime ces trois vertus:

la (douceur) de coeur, la pauvreté d’esprit, et la simplicité de vie.


 douceur= 優しさ


 私達は棘と薔薇の間に恩恵を見ます。慈愛が、内側と外側の苦しみヘと溢れてゆき、私はこの3つの美徳を愛します。

(優しい)心、貧しき精神、簡潔な生活です。


 
 書簡320 (Annecy アンシー、1605年11月30日)


 Jésus, on imite sa (douceur).


 douceur=優しさ


 私達は、キリストの優しさに習います。


 
 書簡359 (Creuse クルーズ, 1600年8月6日)


 Si vous demeurez humble, tranquille, (douce ), confiante parmi cette obscurité et impuissance.


 douce= 優しい


 この暗闇と弱さの中で、貴方が謙虚であって、穏やかで、(優しければ)。


 
 書簡464 ( Annecy アンシー、1608年7月4日)


 Vivez bien (doucement ), cependant, toujours après de Notre Seigneur et de Notre Dame et de Saint Joseph.


 Doucement= 優しく


 (優しく)生きなさい。いつも、我が主キリストと聖母、聖ジョセフの名の元に。


 
 書簡838 (1611-1612)


 Demeurez auprès de Dieu en cette (douce) et tranquille attention de coeur, et en ce (doux)

endormissement entre les bras de sa providence, et en ce ( doux ) acquiescencement à sa sainte volonté.


 douce= 優しさ

doux= 優しさ


 この優しさと静やかさの中で神と共にいなさい。この安らかな神の摂理の腕に抱かれるままに。

この優しい黙従が聖なる意志ヘと向かうままに。


 
 書簡2078 (1611-1614)


 Dans les affaires qui arrivent qui affligent le cœur, il faut, tâcher de s’y comporter doucement, paisiblement.


 doucement = 優しく


 辛い出来事が起こる時は、静かに、(優しく)振る舞いなさい。


 
 書簡 2079 ( 1611-1614)


 Ne fâchez point ce pauvre cœur, mais aidez- le ( douceur) à toujours s’avancer au Saint renoncement de soi - même.


 doucement = 優しく


 心を逆立ててはならない。

いつも、(優しく),

おのれを放棄します。


 
 この様に、短い引用ですが、フランソワ•ド•サルの霊的書簡集の作品には優しさと言う言葉が頻繁に使用されて、霊的指導にあたっていかに相手を、無理する事無く、強制する事無く、魂を導いていったかわかります。

同じ意味のある優しさと言うフランス語は、ここでは、tendrement, doucement, doux, douceur が使われていますが、使用されている文章において意味合いの取り方が異なります。

フランソワ•ド•サルのキリストの平和を求める心が使われています。


 聖フランソワ•ド•サルの祈り


 主よ、あなたの助けを持って、

私は日々の困り事と出会いの中、柔和でありますように。

怒りに駆られた時、力を押し止めて、暴力に駆られず、優しく、私は平和の内に心を回復させる。

私は独りでは何も出来ず、ただあなたに向かって助けを求める。


 O seigneur, avec ton aide,

je veux m’exercer à la douceur dans les rencontres et les contrariétés quotidiennes.

Enseigne - moi à être doux avec tous.


 2026年9月4日 フランス•アンジェAngers 平和 PAX　祈
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